
今月の

満足と満足をつなぐ、私たちの石文化だより
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へんろみち
八十八ヶ寺シリーズ

社
長
白
木
の

〈品 名〉塔婆立て台ＴⅡ型

〈石 種〉AG-98

〈サイズ〉21.5×4×4(寸)

〈重 量〉27kg

ステンレス塔婆立て用の塔婆立て台

です。

幅4寸のため小さなスペースに置く

ことができ、価格もお手頃です。

最
近
、
伊
予
青
石
の
記
念
碑
の
問
い
合
わ

せ
が
多
い
で
す
ね
。
そ
の
中
に
お
酒
の
杜
氏

の
方
が
引
退
の
記
念
に
建
て
た
い
と
言
う
お

話
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
当
に

”石
へ
の
永

遠
の
念
い
“
で
す
ね
。
石
は
何
千
年
の
歴
史

を
経
て
残
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
現
在
２
～
３

０
０
０
年
前
の
人
類
が
ど
の
よ
う
な
所
で
ど

の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
か
は
、
石
の
住

ま
い
で
あ
っ
た
り
、
お
墓
で
あ
っ
た
り
、
石

に
刻
ま
れ
た
文
字
や
模
様
で
あ
っ
た
り
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
類
推
さ
れ
る
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
間
違

い
の
な
い
、
い
い
も
の
を
残
し
て
ゆ
き
た
い

で
す
ね
。

二
〇
〇
九
年
二
月
一
日

白
木
秀
典

天武天皇の御代、石槌山で修行した円

の行者小角が開創した寺であり、石鎚大

権現を祀っています。のち、垣武天皇が

病気平癒を祈願され、その霊験いちじる

しきを愛で、七堂伽藍を建立して勅願所

と定めると共に金色院の称号を下賜され

ています。大師は四国霊場を開創の時に

来錫し、当寺で護摩供の秘法を修せられ

近藤庭園 愛媛県西条市氷見西町丙1196
TEL：0897－57－9887

船の大きさを表すトン

船の大きさは「 ト ン」 で表しま

す。しかし、このト ンは1000キログ

ラムを1ト ンとする重量単位のト ン

とは違います。船の大きさを表すと

きのトンは、船の容積を表した別の

単位です。15世紀のイギリスでは船

の大きさによって税金をかけるため

に、容積252ガロン、酒を入れたと

きの重量2240ポンドの酒樽を何個積

めるかではかっていたそうです。イ

ギリスでは、空の酒樽を叩いときの

音から樽の事を「 ト ン」 と言ってい

たので、500樽積める船は500ト ン、

1000樽積める船は1000ト ンと言うそ

うです。

172第 号

C&A
Communication & Answer

平成２１年２月１５日 発行

伝統と技術より受け継がれてきた和

の文化（庭）。自分の居住空間に自然

そして侘び、寂びなどを庭で表現する

のが和風庭園です。

ぜひ一度見にお越し下さい。

皆様のご来場お待ちしております。
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第六十四番 前 神 寺

“共生繁栄”石への永遠（とわ）の念いを込めて 石とともに喜びを分かち合う

編集／“いよせき倶楽部”編集部

お
知
ら
せ

新製品★あなうんす

流行情報局

◆天然木の暖かな質感を再現

したアルミ製のボード。

◆耐候性に優れ、形材の加工

も容易に出来、エクステリ

アの可能性が広がります。

<アルミフラットボード>

うんちく

道場やぶり！

◆
石
の
市

平
成
二
十
一
年
三
月
十
四
日(

土)

新
商
品
・
お
買
得
品
が
満
載

乞
う
ご
期
待
！

◆
い
よ
せ
き
西
条
の
電
話
番
号
が
、

〔
〇
八
九
七
ー
五
五
ー
一
四
一
四
〕

に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
使
っ
て
い
ま
し
た
、

〇
八
九
七
ー
五
二
ー
一
一
六
〇
は

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い
。

お
客
様
の
声

「
質
の
良
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
枕
木
が
入
荷

し
ま
し
た
ね
」

（
Ｓ
造
園
様
）

四国霊場第64番札所と定められました。

その昔、桓武天皇が病気平癒を祈願し、その霊験の素晴らしさに喜び、七堂

伽藍を建立したといいます。その後も文徳帝をはじめ高倉・ 後鳥羽・ 順徳・ 後

醍醐帝など歴代天皇から仏像や経巻などを数多く賜っています。

江戸時代には、西条藩主松平家が祈願所とし、東照宮を祀るなど帰依厚く三

ツ葉葵の寺紋が許されています。行場（ お滝） 不動尊では、お金をなげて一度

ですんなり受け取ってもらえると願いが叶うといわれています。

一
を
聞
い
て
、
直
ぐ
に
二
、
三
を
考

え
、
そ
れ
を
実
行
に
移
す
。

そ
ん
な
営
業
マ
ン
で
な
け
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
の
時
代
、
生
き
残
れ
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。

（
営
業
部

山
内
隆
）

《 検定練習会風景》

去る1月25日にひうち

本社にて、石材加工と石

積み検定の練習がありま

した。

皆さん、本番の検定で

は頑張ってください。


